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森林土壌の麿植形鰻について
、第2報 土壌断面におげるUronic　Ac地の分布
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　　　（2）　Distribution　of　Uronic　Acid　in　profnes

　　　　　　　I　ま　え　が　き

　土壌中に含まれるUronic　Acidは，その由未について

は，植物遺体のヘミセノレローズの変化によるとするもの

（Waks皿an＆Reuszer）と，微生物起源とするもの

（Fu11eτ）とあって，必ずしも一致をみていないのであ

るが，いずれであるにせよ，NOrmanによれは，これは

土壌有機物の変化の模様を知る手懸りとして重要なもの

であるといわれている。

　ウロン酸は土壌から直接とりだすことは困難である

が，土壌に／2％HC1を加えて加本分解したとき発生する

炭酸ガスは，その大部分がウロソ酸に由来するものであ

るとみることに於ては、諸研究者の意見の一致をみてい

る。

　　　　　　　］I実　験方　法

　装置は湿式炭素定量法のものをそのまふ用い、発生す

るC02は加里球に吸牧させて定量した。即ち供試土壌に

予じめ1％HC1200ααを加えて1時間沸騰せしめた後，

洗糠瓶を通した空気を通じて，発生したC02を駆逐し

（この際発生するC02は炭酸塩及び土壌に吸牧されてい

たものであるという），ついでco肌HC175c．αを加え

ることにより全量で／2％HC1となし，流動パラフイソを

用いて140oCで5時問沸騰せしめ（最後の／時間は空気

を通じながら行う），翠生するC02を加里球に吸牧せし

めるのである。この際の反応は次の如くである。

　　C6Hコo07二C5H工o05＋C02

　　C5Hコo05＝C5H坐02＋3H20

従って，クロソ酸態炭素と，発生するC02との比は

　　（／2不6）÷44＝1，636

であるから，発生するCO。量に，この係数を乗じた値

が，ワロン酸態炭素量となる。

　なお全栄素は湿式法に依り定量した。

　　　　　　　1皿供試　虫壌

　1．楽山土壌（褐色森林土）

　松江市西川津町。小丘陵の西向斜面。

（植生）一高木階：アカマヅ（直径30cm，天然生）。

亜高木階：シイ，モチノキ。低木階：ソヨゴ，タブ，ヒ

サカキ。

　2．大角山土壌（褐色森林土）

　松江市乃木町，島根農科大学実験林、低丘陵の尾根筋

直下。

（植生）アカマヅ（天然生，生育不良），ソヨゴ，ネツ

キ，アセビ，ヒサカキ，シャシャソポ，コナラ。

　3．来島ヒノキ林土壌（褐色森林土）

　島根県飯石郡来島村。標高620m。方位WS。傾斜250

ヒノキ人工造林地（25年生）

（檀生）ヒノキ（直径12cm），アカマソ（ヒノキ造林後

に侵入した天然生，直径17c㎜）。1955年7月，枝打及び

完全な除伐を施行。（試料採取は1956年7月）

　4．来島スギ林土壌（黒色土）

　標高650m。方位S。平衡斜面の中腹。

（植生）スギ（直径20～25cm，人工造林）。低木階な

し。

　5．匹見スギ林土壌（弱ポドソノレ化土）No．1．

　島根県美濃郡匹見上村。標高980㎜。方位S。傾斜25。

尾根筋直下。

（植生）高木階：スギ（天然生，生育劣等），亜高木階

　クリ，ソラカシ，ミズナラ，アセビ，ソヨゴ，ブナ。

　6．全上No．2

　No．／から南へ約／00mの尾根筋直下。

（植生）No．1に同じ。

　　　　　　w実　験　結　果

第／表の運りである。
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Tab1e／．D1str1but1on　of　uron1c　carbon　m　prof11e＄

Soi1name

Rakuzan

Osumiyama

K1工1ma

（Hmok1）

Kijima

（Sugi）

H1k1m．1

No．／

亘1k1m1

No．2

亘Or1ZOn

　A1
　A2
A二B
　Bi
　B2

H－A1
　A2
　Bコ
　B2

　Aコ
A－B
　B■
　B2

A1
A2
A3
B

H－Aコ
　A2
　B

H－A工
　A2
　B

Depth
（Cm）

0－／5
15－30
30－40
40－55
55一

0－　1
／－10
10－42
42一

2－20
20－40
40－75
75一

5－60
60－75
75－／00

100一

0－12
12＝26
26－／40～

0－10
10－23
23－150～

Tota1C
　（％）

2，47
1，91
0，84
0，64
0．49

5，56
1，69
0，70
0．38

6，45
4，00
1，84
0．84

7，0／

4．2ア

2，53
0．31
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1・181

24，20
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5．85
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　（％）

0，40
0，23
0，23
0，21
0．14

0，26
0，19
0，09
0．08

U．C．
　　×100　　Soil　type
T．C．

16．19
　　　　Brown12．04
27．38　　　forest
132．81
　　　　　SOi128．57

4．68
／1．24
　　　　　d．o．
12．86
21．05

0，60
0，43
0，29
0．23

0，55
0，31
0，25
0．00

1140132

0．13

0，44
0，03
0．55

9．30
／0．75
　　　　　d－o．
15．ア6

27．38

ア．85

　　　　B1ack7，26
9．88
　　　　soi1l

4．80w・・生1y
486　podsOhsed
ll102　・・i1

1．83
118　　do．
9：41

　　　　　　　V考　　．　　察
　第／表によって明かな通り，土壌断面におげるウロソ

酸合量の垂直分布をみると，下層に進むにつれて漸減し

ている場合が多く，これは各土壊型について，ほ上共通

の現象である。しかしその値は採取地点によって可成り

の相違がみられるのであるが，更に全炭素に対するウロ

ン酸態炭素の割合についてみるならば，土壌型によって

一定の傾向を見出すことができる。

　即ち，まず，褐色土及び黒色土では下層に進むほど，

この値が大となっている。しかも排水め良好な地形であ

るほど，増加の度合が急激であり，他方未島スギ林土壌

の如く，十分湿潤な地形ではそれが緩かである傾向を示

している。なお来島スギ林土壌のB層には，今回用いた

装置によっては，もはやウロソ酸を定量し得なかっため

であるが，これはB層が11m以下という深層であったこ

とと同時た，該断面の排水の模様から判断して，下層へ

の物質の移行が活発でないことにも依るものと思われ

る。

　匹見スギ林土壌は，No．1，No．2共に，断面の形態

の観察によれば，弱度にポドソノレ化していると思われる

土壌であるが，測定の結果はA2層に極小値を有し，A2

層からBコ層への増加が急激であるという，ポドソル土

壌に典型的な特徴を示している（註．別に行った沃度価

の測定繕果によっても，ポドソノレ化の傾向を確めてい

る）。

　こ⊥で，表層土のウロソ酸合

量について触れておぎたい。従
　　　　（1）
未の報告によれぱ；台地土壌表

土層のウロソ酸態炭素含量は，

大略0．5∴1．0％といわれている

のであるが，今回の実験の結果

も，ほ父それと一致している。

しかし一方では，大角山実験林

め数グ所の表層土について測定

した結果は，0．22，0．24，0，26

0．29％であって，前記。の標準に

比較すれば，可成り小さな値で

ある。大角山実験林ば第三紀砂

岩を母材とし，檀生からもその

一端を窺い得るように，極めて

乾燥型の土壌である。．また他方

では1ウロン酸含量2％以上と
　　　　　　　（1）
いう大ぎな観測値も報告されて

いる。

　森林土壌の表層土の如く，有

機物の供給が豊富な場合，ウロ

ソ酸含量は，供給される有機物の種類には関係なく或一

定値に近づくものであるとする考えからすれぱ，是等の

2種類の測定値は，や＼標準をはずれ過ぎているようで

はあるが，元来この考え方自体が，表層土のウロソ酸合

量の，各採取地点問のバラヅキが，下層土のそれに比較

した場合少いのであるという意昧に解すぺぎであろ’う

し，また，有機物の組成分や環境条件等にょって左右さ

れる度合が，他の性状の測定値の場合に於げるほどに

は，鋭敏に現れないという意味の範囲内に於て正しいの

であろうと思う。従って，極端な条件のもとでは前記の

標準値の範囲をはずれた測定値も当然あり得るものであ
る。

　　　　　　　市摘　　　　要

　島根県内数ケ所の土壌たついて，ウロソ酸含量の垂直

分布の模様を調ぺた。

1　今回測定を行った土壌型では総て，ウロン酸態炭素

含量は，表層から下層に向って漸減することがわかっ

　た。

2　全炭素量に対するウロソ酸態炭素量の割合は，各土

壌型の特徴をよく表わしている。

3．褐色森林土及び黒色土では，この値が下層に向つて

漸増す乱しかも，排水良好な地形であるほど，増坤
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W. Russel : Soil conditions 

Summary 

Vertical distribution of the uronic. carbon in the 

profiles of some forest soils in Shimane Prefec-

ture was examined. 

(1) In every soil type examined the content of the 

uronic carbon decreases from the surface to the 

lower horizon downwards. 

(2) The rate of the uronic carbon to the tQtal 

cardon shows a character of the profile of the 

individual soil type. 

(3) In a brown forest soil and a black soil the 

rate increases from horizon to horizon downwa-

rds in the profile, arid in the well drained pro-

files it increases more sharply than in the damp 

and poorly drained profiles. 

(4) In a podsolised soil the rate gives a minimum 

value at the A2 horizon' and increases abruptly 

at the B horizon. 

(5) The uronic carbon content in the surface soil 

was about 0.5-1.0~~ in every soil type. 

It may be one of the interesting tendencies that 

the compositron of the 'orgamc debris supplied 

and envrronmental conditions in which the organic 

matter decomposed seem to have little influence 

upon the uronic acid content in the surface hori-

zons. 




